
　
県
内
で
福
祉
・
介
護
職
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
職
員
を
激

励
す
る「
令
和
元
年
度
　
岩
手
県
介
護
施
設
等
合
同
入
職
式
」
が
５
月
10

日
、
盛
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
同
入
職
式
は
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
高
齢
者
福
祉
協
議
会
、
岩

手
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
、
岩
手
県
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
協
会
、
い
わ
て
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
協
会
の
４
団
体
が

主
催
し
、
所
属
施
設
・
事
業
所
を
越
え
た
同
期
の
絆
を
深
め
、
研
修
等
に

よ
り
相
互
の
資
質
や
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
人
材
の
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
昨
年
４
月
以
降
に
介
護
施
設
・
事
業
所
に
入
職
し
た
１
０
９

人
が
参
加
し
、
式
典
や
ラ
ン
チ
交
流
会
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
通
し

て
、
介
護
の
仕
事
の
魅
力
や
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、同
期

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
介
護
業

界
の
可
能
性
と
未
来
」

に
つ
い
て
、
株
式
会
社

リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

H
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事
業
推
進
ユ
ニ
ッ
ト

高
橋
美
穂
子
氏
に
よ
る
説
明
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
介
護
の
職
業
イ
メ
ー
ジ
が

本
当
に
正
し
い
か
と
い
う
視
点
で
、
介
護
業

界
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
い
ろ
い
ろ
な

業
界
と
比
較
し
て
も
社
会
的
な
意
義
も
大
き

く
、
将
来
性
の
高
い
仕
事
で
、
介
護
の
仕
事

を
選
ん
だ
皆
さ
ん
は
「
大
正
解
！
」
で
す

と
、
歓
迎
し
ま
し
た
。

〜
介
護
人
材
の
定
着
に
向
け
て
〜

岩
手
県
介
護
施
設
等
合
同
入
職
式
を
初
開
催

○開会
　主催者代表挨拶
　来賓紹介
　主催4団体の先輩職員からの応援メッセージ
　入職者代表誓いの言葉
○ランチ交流会
○記念撮影
○岩手県知事による激励の言葉
○講演「高齢者を支えるということ」
　　　　　～一人十色の人生観～
○グループワーク
　「介護業界の可能性と未来」
○閉会　　

入職式次第

式
典
の
様
子

　
式
典
で
は
、
主
催
４
団
体
の
先
輩
職
員
か

ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
白
山
の
里
（
八
幡
平
市
）
介
護
職
員

の
石
井
恵
利
さ
ん
は
、「
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
に
挫
折
し
、
一
度
介
護
職
を
離
れ
た

が
、
再
就
職
し
た
今
は
い
き
い
き
働
い
て
い

る
。
子
ど
も
の
病
気
で
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
は
仕
方
が
な
い
と
き
、
仕
事
に

戻
っ
た
ら
そ
の
分
が
ん
ば
れ
ば
よ
い
と
考
え

方
を
改
め
た
。
利
用
者
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の

言
葉
が
、
原
動
力
や
や
り
が
い
に
な
っ
て
い

る
。
目
標
を
も
ち
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
働

く
こ
と
で
、
仕
事
の
苦
労
を
跳
ね
返
せ
る
楽

し
み
が
き
っ
と
見
つ
か
る
と
思
う
」と
話
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
入
職
者
を
代
表
し
て
、
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
や
か
た
（
釜
石
市
）
の
介
護

職
員
の
村
山
千
里
さ
ん
（
ラ
グ
ビ
ー
・
釜
石

シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
所
属
）
が
、

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
に
向
か
い
全

力
を
尽
く
す
ラ
グ
ビ
ー
と
、
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
利
用
者
さ
ん
に
向
き
合
い
最
善
を
尽

く
す
介
護
の
仕
事
と
は
共
通
点
が
多
い
。
利

用
者
さ
ん
を
自
分
の
プ
レ
ー
で
元
気
づ
け
る

こ
と
が
目
標
。
仲
間
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
な

が
ら
、
自
分
の
人
生
に
ト
ラ
イ
で
き
る
よ
う

日
々
精
進
し
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
交
流
会
後
は
、
参
加
者
全
員
で
の

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
達
増
知
事

か
ら
、「
介
護
は
高
齢
者
の
方
々
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
い
支
え
る
大
切
な
仕
事
。
皆
さ
ん

が
介
護
の
仕
事
を
選
択
し
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
頼
も
し

い
。
本
日
は
、
同
期
の
仲
間
や
先
輩
方
と
大

い
に
交
流
し
、
将
来
に
わ
た
る
堅
い
絆
を
結

ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

一
人
の
中
に
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る

　
午
後
の
部
の
講
演
で
は
、「
高
齢
者
を
支

え
る
と
い
う
こ
と
」
〜
一
人
十
色
の
人
生
観

〜
と
題
し
、
社
会
福
祉
法
人
光
寿
会
理
事
長

太
田
宣
承
氏
か
ら
、「
目
の
前
の
人
が
喜
ん

で
く
れ
た
か
、
幸
せ
を
感
じ
て
く
れ
た
か
を

目
指
す
の
が
介
護
の
仕
事
。
自
分
ら
し
い
色

は
一
つ
で
は
な
い
。
一
人
の
中
に
い
ろ
ん
な

色
が
あ
り
、
様
々
な
色
が
そ
の
人
の
人
生
を

作
っ
て
い
る
。
変
わ
っ
て
い
く
色
を
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
解
釈
し
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
が
大
事
。
そ
の
人
の
言
葉
の
奥
に
あ
る
も

の
に
気
付
き
、
耳
を
傾
け
る
皆
さ
ん
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

誓いの言葉を話す村山千里さん（小規模多機能ホームやかた）

先輩職員の経験談に耳を傾ける参加者

（福）光寿会  太田宣承氏による講演 ランチ交流会のひととき

グループごとに目標をまとめる作業

㈱リクルートキャリア  高橋美穂子氏による職業イメージの説明

参加者全員で目標共有

〈
介
護
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
〉

　
以
下
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介
護
サ
ー
ビ
ス
業

職
業
イ
メ
ー
ジ
調
査
２
０
１
５
か
ら
抜
粋

社
会
的
に
意
義
の
大
き
い
仕
事
だ
と
思
う（
38
．８
％
）、

今
後
成
長
し
て
い
く
業
界
だ
と
思
う（
30
．９
％
）、雇
用

不
安
の
少
な
い
業
界
だ
と
思
う（
15
．４
％
）

〈
現
状
〉

・
日
本
は
世
界
最
高
齢
国
に
向
か
っ
て
お
り
、
介
護
の
労

働
市
場
は
拡
大
し
て
い
く
。
今
後
労
働
人
口
が
増
え
る

の
は
、
医
療
・
福
祉
業
界
の
み
と
言
わ
れ
て
い
る
。
介

護
の
仕
事
は
成
長
産
業
で
あ
る
。

・
介
護
職
に
就
く
人
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

の
増
加
ス
ピ
ー
ド
が
介
護
職
員
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
よ
り

速
い
た
め
、
人
材
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

・
世
の
中
の
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
向
け
に
転
換
し
始
め
、

他
産
業
か
ら
福
祉
業
界
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
て
い
る
。

・
介
護
は
将
来
AI
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ
る
可
能
性
が

低
い
。
今
後
も
な
く
な
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
。

〈
介
護
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
〉

体
力
的
に
き
つ
い
仕
事
の
多
い
業
界
だ
と
思
う（
61
．

０
％
）、給
与
水
準
が
低
め
の
業
界
だ
と
思
う（
48
．

０
％
）、離
職
率
が
高
い
業
界
だ
と
思
う（
44
．６
％
）

〈
現
状
〉

・
医
療
・
福
祉
業
界
の
給
与
水
準
は
、
全
業
界
の
中
で
突

出
し
て
低
く
は
な
い
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と

に
よ
り
給
与
は
上
が
っ
て
い
く
。

・
離
職
率
は
全
業
界
の
平
均
を
や
や
上
回
っ
て
は
い
る

が
、
年
々
改
善
し
て
い
る
。

・
労
働
者
一
人
あ
た
り
の
平
均
年
間
休
日
総
数
は
、
全
業

界
の
平
均
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
残
業
時
間
も
決
し
て
多
く

は
な
い
。（
平
成
24
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
（
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
残
業
な
し
が
50
．２
％
）

・
体
力
面
・
精
神
面
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
介
護
機

器
等
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　
後
半
、
地
域
ご
と
11
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢

協
21
世
紀
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
各
グ
ル
ー

プ
に
入
り
、
各
自
の
入
職
後
３
年
以
内
に
起

こ
っ
た
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
経
験
談

を
話
し
ま
し
た
。
個
人
ワ
ー
ク
で
は
、
１
年

後
の
「
私
」（
こ
ん
な
私
に
な
っ
て
い
た
い

と
い
う
姿
）
を
想
像
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明
日

か
ら
の
「
私
」
を
表
す
一
言
（
目
標
）
を
画

用
紙
に
記
入
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に

目
標
を
宣
言
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
１
枚
の
模
造
紙
に
目
標
を
ま
と

め
、
参
加
者
全
員
が
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

「
カ
イ
ゴ
ノ
シ
ゴ
ト
」

を
選
ん
だ
皆
さ
ん

　

大
正
解
！

明日からの「私」
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介
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や
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を
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と
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催
４
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仕
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と
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に
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そ
の
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と
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の
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と
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よ
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」
と
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ラ
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流
会
後
は
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全
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で
の

記
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介
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高
齢
者
の
方
々
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
い
支
え
る
大
切
な
仕
事
。
皆
さ
ん

が
介
護
の
仕
事
を
選
択
し
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
頼
も
し

い
。
本
日
は
、
同
期
の
仲
間
や
先
輩
方
と
大

い
に
交
流
し
、
将
来
に
わ
た
る
堅
い
絆
を
結

ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

一
人
の
中
に
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る

　
午
後
の
部
の
講
演
で
は
、「
高
齢
者
を
支

え
る
と
い
う
こ
と
」
〜
一
人
十
色
の
人
生
観

〜
と
題
し
、
社
会
福
祉
法
人
光
寿
会
理
事
長

太
田
宣
承
氏
か
ら
、「
目
の
前
の
人
が
喜
ん

で
く
れ
た
か
、
幸
せ
を
感
じ
て
く
れ
た
か
を

目
指
す
の
が
介
護
の
仕
事
。
自
分
ら
し
い
色

は
一
つ
で
は
な
い
。
一
人
の
中
に
い
ろ
ん
な

色
が
あ
り
、
様
々
な
色
が
そ
の
人
の
人
生
を

作
っ
て
い
る
。
変
わ
っ
て
い
く
色
を
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
解
釈
し
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
が
大
事
。
そ
の
人
の
言
葉
の
奥
に
あ
る
も

の
に
気
付
き
、
耳
を
傾
け
る
皆
さ
ん
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

誓いの言葉を話す村山千里さん（小規模多機能ホームやかた）

先輩職員の経験談に耳を傾ける参加者

（福）光寿会  太田宣承氏による講演 ランチ交流会のひととき

グループごとに目標をまとめる作業

㈱リクルートキャリア  高橋美穂子氏による職業イメージの説明

参加者全員で目標共有

〈
介
護
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
〉

　
以
下
、H
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介
護
サ
ー
ビ
ス
業

職
業
イ
メ
ー
ジ
調
査
２
０
１
５
か
ら
抜
粋

社
会
的
に
意
義
の
大
き
い
仕
事
だ
と
思
う（
38
．８
％
）、

今
後
成
長
し
て
い
く
業
界
だ
と
思
う（
30
．９
％
）、雇
用

不
安
の
少
な
い
業
界
だ
と
思
う（
15
．４
％
）

〈
現
状
〉

・
日
本
は
世
界
最
高
齢
国
に
向
か
っ
て
お
り
、
介
護
の
労

働
市
場
は
拡
大
し
て
い
く
。
今
後
労
働
人
口
が
増
え
る

の
は
、
医
療
・
福
祉
業
界
の
み
と
言
わ
れ
て
い
る
。
介

護
の
仕
事
は
成
長
産
業
で
あ
る
。

・
介
護
職
に
就
く
人
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

の
増
加
ス
ピ
ー
ド
が
介
護
職
員
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
よ
り

速
い
た
め
、
人
材
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

・
世
の
中
の
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
向
け
に
転
換
し
始
め
、

他
産
業
か
ら
福
祉
業
界
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
て
い
る
。

・
介
護
は
将
来
AI
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ
る
可
能
性
が

低
い
。
今
後
も
な
く
な
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
。

〈
介
護
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
〉

体
力
的
に
き
つ
い
仕
事
の
多
い
業
界
だ
と
思
う（
61
．

０
％
）、給
与
水
準
が
低
め
の
業
界
だ
と
思
う（
48
．

０
％
）、離
職
率
が
高
い
業
界
だ
と
思
う（
44
．６
％
）

〈
現
状
〉

・
医
療
・
福
祉
業
界
の
給
与
水
準
は
、
全
業
界
の
中
で
突

出
し
て
低
く
は
な
い
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と

に
よ
り
給
与
は
上
が
っ
て
い
く
。

・
離
職
率
は
全
業
界
の
平
均
を
や
や
上
回
っ
て
は
い
る

が
、
年
々
改
善
し
て
い
る
。

・
労
働
者
一
人
あ
た
り
の
平
均
年
間
休
日
総
数
は
、
全
業

界
の
平
均
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
残
業
時
間
も
決
し
て
多
く

は
な
い
。（
平
成
24
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
（
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
残
業
な
し
が
50
．２
％
）

・
体
力
面
・
精
神
面
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
介
護
機

器
等
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　
後
半
、
地
域
ご
と
11
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢

協
21
世
紀
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
各
グ
ル
ー

プ
に
入
り
、
各
自
の
入
職
後
３
年
以
内
に
起

こ
っ
た
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
経
験
談

を
話
し
ま
し
た
。
個
人
ワ
ー
ク
で
は
、
１
年

後
の
「
私
」（
こ
ん
な
私
に
な
っ
て
い
た
い

と
い
う
姿
）
を
想
像
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明
日

か
ら
の
「
私
」
を
表
す
一
言
（
目
標
）
を
画

用
紙
に
記
入
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に

目
標
を
宣
言
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
１
枚
の
模
造
紙
に
目
標
を
ま
と

め
、
参
加
者
全
員
が
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

「
カ
イ
ゴ
ノ
シ
ゴ
ト
」

を
選
ん
だ
皆
さ
ん

　

大
正
解
！

明日からの「私」
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